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市の地理 

可児市は、岐阜県の南部に位置しており、名古屋市や岐阜市から30km圏内にある。市の北部

は木曽川が流れており、平坦な地形が続き市街地が広がっている。南部は丘陵地で県下最大級の

工業団地が存在し、住宅団地やゴルフ場などが点在している。また、市を東西に流れる可児川や

中央部に広がる田園地帯、西部の鳩吹山など、豊かな自然環境があり、住環境に恵まれた地域と

なっている。 

昭和40年代後半からは大規模な住宅団地の開発が進んだことで、名古屋都市圏のベッドタウン

として注目され、人口が急激に増加し、それにあわせて都市化が進んだ。平成17年には旧兼山町

と合併が行われたことで人口が10万人以上の市となった。 

都市間を繋ぐ交通として、国道21号、41号、248号などの幹線道路がある他、東西に名鉄広

見線、南北にＪＲ太多線の鉄道が走っている。また、市内には路線バスや自主運行バスである「さ

つきバス」や「電話で予約バス」、「おでかけしよKar Kバス」が運行されている。平成17年

には東海環状自動車道の可児御嵩IC開通により、交通アクセスが向上したことで、工場や商業店

舗などの建設が進んでおり、名古屋都市圏の一角をなす地域となっている。 

近年では、リニア中央新幹線トンネル新設や東海環状自動車道４車線化工事が着工され、交通

網の整備が進められている。また、令和2年度から開発が始まった（仮称）可児御嵩インターチェ

ンジ工業団地の分譲が開始され、さらなる工業の発展が見込まれる。 

 

面積      87.57㎢ 

広ぼう 東西16.6㎞ 

    南北11.0㎞ 
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人口・世帯の推移 

市の人口は、令和５年４月１日時点の住民基本台帳では10０,２９７人である。平成20年をピ

ークに令和２年からは緩やかな減少傾向にある。 

世帯数は、令和５年４月１日時点の住民基本台帳では43,９３０世帯である。昨年度と比べて増

加しており、１世帯あたりの人員数は核家族や一人世帯の増加により減少を続けている。（令和

５年４月１日時点で2.２８） 

 

                  

 

資料：住民基本台帳(４月１日時点) 

 

産業形態 

市内の従業者数は、令和３年経済センサス活動調査では4６,25０人となっており、産業分類別

でみると、製造業、卸売・小売業、サービス業などの第２次及び第３次産業が就業者の大半を占

める構造となっている。 

 産業分類別就業者 

人口・世帯の推移 
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土地利用状況 

市の土地利用状況は、農地が減少し、宅地が増加している。 

 

土地利用状況（単位：1,000㎡ 各年１月１日現在） 

 

 資料：固定資産税[土地に関する概要調書] 

 

用途地域と指定面積（令和４年３月31日現在） 

 

    資料：可児市都市計画課 

 

令和元年 令和２年 令和3年 令和4年 令和5年
令和5年

の割合（％）

7,109 7,035 6,840 6,773 6,706 7.66

3,920 3,872 3,816 3,796 3,755 4.29

16,133 16,274 16,378 16,492 16,611 18.97

25 27 25 25 25 0.03

22,118 21,677 21,595 21,536 21,502 24.55

0 0 0 0 0 0.00

1,332 1,336 1,330 1,327 1,325 1.51

ゴルフ場の用地 7,009 7,008 7,008 7,008 7,008 8.00

遊園地等の用地 0 0 0 0 0 0.00

鉄 軌 道 用 地 232 232 232 247 248 0..28

その他の雑種地 2,987 3,022 3,088 3,110 3,142 3.59

計 10,228 10,262 10,328 10,365 10,398 11.87

26,705 27,087 27,256 27,254 27,248 31.12

87,570 87,570 87,570 87,570 87,570

畑

宅地

地目

雑
種
地

その他

田

合　計

池沼

山林

鉱泉地

原野

種別 面積 (ha)
総面積に対する

割合 (％)
用途地域に対する

割合 (％)

総面積 8,757 ― ―

用途地域指定面積 2,144 24.5 100.00

第1種低層住居専用地域 725 8.3 33.82

第1種中高層住居専用地域 116 1.3 5.41

第2種中高層住居専用地域 17 0.2 0.79

第1種住居地域 664 7.6 30.97

第2種住居地域 27 0.3 1.26

近隣商業地域 128 1.5 5.97

商業地域 40 0.5 1.87

準工業地域 84 1.0 3.92

工業地域 79 0.9 3.68

工業専用地域 264 3.0 12.31



 

5 
 

気象の概況 

市は岐阜県の中南端に位置し、積雪は年数回程度で、温和な太平洋側の気候である。 

 

月別の気象状況（令和４年） 

 

      

 

  平均気温・最高気温・最低気温の経年推移            年間降水量の経年推移 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：気象庁 （美濃加茂観測所の測定値を引用） 

平均 最高 最低

1月 2.4 13.6 -5.2 23.0

2月 3.0 13.4 -4.6 31.5

3月 9.5 21.7 -2.1 122.5

4月 16.0 29.0 2.5 123.5

5月 18.7 33.1 5.5 141.5

6月 23.7 38.7 11.6 126.0

7月 26.9 38.9 21.4 431.5

8月 27.5 38.1 19.9 294.5

9月 25.3 34.6 16.3 339.5

10月 17.2 30.0 5.1 75.5

11月 12.9 23.4 4.2 129.5

12月 4.8 15.5 -4.4 35.5

年平均値
（降雨量は

合計）
15.7 27.5 5.9 1874.0

降雨量（㎜）
（月合計）

気温(℃）
区分


